
令和５（2023）年度予算・事業概要報告

過去を知り、

今をみつめ、

未来へつなぐ

門 真 市
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過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

昭和38年８月１日に門真市制が施行されてから本年は60年の節目を迎えます。

初代市長の中塚種夫氏は市制施行にあたり「市民の幸福と利益」のために「都市計画に基づく道路網の整備」

や「教育の振興」「産業の発展による産業都市の建設」への思いを語られました。

そこから60年が経ち、求められるまちのあり方や、デジタルトランスフォーメーションなど、本市を取り巻く

社会経済状況も大きく変わっていますが、このような予測困難な時代だからこそ、同氏の掲げた理念を継承し

つつ、社会情勢の変化や複雑・多様化する市民ニーズに的確に対応し、市民の皆様の期待に応えられるまちづ

くりに取り組んでいきます。

また、“未来へつながるまち”として、引き続き、子どもを真ん中に置いたまちづくりを進め、中でも少子化対

策として保護者負担の軽減や、保育環境の整備、学力向上をめざした取組や教育施策の充実にも取り組んでい

きます。

令和５年度は、生涯学習複合施設の建設や第四中学校区の義務教育学校の建設に向け、脇田小学校が砂子小学

校の敷地に移るなど目に見えて変化する年ですが、昭和から平成、令和へと引き継がれてきた門真市への思い

を胸に、本市のまちづくりを、より一層充実させ、市民の皆様に誇りと愛着をもっていただき、住みたい、住

みつづけたいと思っていただけるよう市政運営に取り組んでいきます。

過去を知り、今をみつめ、未来へつなぐ

市制施行 6 0年を迎えて



令和５(2023)年度予算
過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

全会計当初予算

約 9 9 6 億 円

総額

（対前年度比＋約33億円＋3.5％）

一般会計当初予算

約 6 9 4 億 円

総額

（対前年度比＋約30億円＋4.4％）

一般会計当初予算額構成比
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（単位：百万円）



令和５(2023)年度予算
過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

主 な 事 業 費

市債利子

総 務 費 民 生 費

衛 生 費 商 工 費

土 木 費 教 育 費

公 債 費
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ICT環境整備事業 3億6355万円

防犯対策事業 5675万円

電子決裁導入事業 1248万円

民間保育所等補助事業 5億2860万円

学校適正配置推進事業 5273万円

北部地域公立認定こども園整備事業 643万円

クリーンセンター施設棟運転維持
管理事業（※）

43億3807万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 6億1798万円

ごみ収集運搬事業 3億4088万円

シルバー人材センター補助事業 2317万円

中小企業サポートセンター運営事業 2287万円

消費生活相談事業 1728万円

大阪モノレール門真市駅・
（仮称）門真南駅間新駅設置事業 4億6499万円

庁舎エリア整備事業 3億8650万円

門真市駅前地区市街地再開発事業 5996万円

学校適正配置推進事業 12億1878万円

給食運営事業 4億864万円

部活動地域移行検討事業 530万円

市債元金償還金 43億7328万円

市債利子 2億6699万円

市内の学校や施設等の男性用トイレに、
サニタリーボックス計255個（14万円）を設置！

PICK 
UP!

（※）ごみ処理の広域化により焼却炉の改修費用を縮減！
（改修費 約63億円（２炉改修）から約32億円（１炉改修）に縮減）



令 和 ５ 年 度 主 要 事 業

少子化対策の強化

出産・子育てがしやすい環境を

さらに充実し、「こどもを

真ん中に」おいたまちづくり

をすすめます。

妊娠期から出産・子育てまでの伴走型

支援との一体的実施。

出産・子育て応援給付金給付事業

Ｐ.355予算書関連事業の事業費合計：4001万円

コンビニATM受取の活用で早期支給を実現POINT

保護者負担を軽減し、子育てと就労の

両立支援を継続。

病児・病後児保育事業

Ｐ.311予算書関連事業の事業費合計：2150万円

保育幼稚園課 ☎06-6902-6757 

利用料2,000円→500円に引き下げを継続POINT

保育所等給食費（4,500円/月）の補助を

継続実施。

保育所等給食費補助事業

Ｐ.309-311,587-589予算書関連事業の事業費合計：7479万円

保育幼稚園課 ☎06-6902-6757 

物価高騰下における保護者負担を軽減POINT

５年目までの保育士に給付金（４万円/年）

を支給し定着促進。

保育士等確保事業

Ｐ.313予算書関連事業の事業費合計：1069万円

保育幼稚園課 ☎06-6902-6757 

保育士の離職防止に向けた支援を拡充POINT

その他の
子育て施策

● 妊婦・産婦健康診査受診費用助成

● 妊娠届出時の全数面接で妊娠期から必要な

支援を実施

● 18歳までこどもの入院・通院の医療費助成

● 子育て世代包括支援センター（ひよこテラ

ス）の設置

● 入院養育を必要とする未熟児に対する医療費

の給付

健康増進課 ☎06-6904-6500

過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

担 担

担 担
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令 和 ５ 年 度 主 要 事 業

教育施策の充実

生徒・児童それぞれの実態に応

じたきめ細やかな教育を着実に

実施し、５年度全国学力・学習

状況調査での全国平均超えを

めざします。

門真初の義務教育学校のコンセプトが

決定。５年度から関連工事を開始。

学校適正配置推進事業

関連事業の事業費合計：12億7151万円

スイミングスクールやインストラクター

など民間資源・活力を活用。

水泳授業民間活力導入検討事業

Ｐ.561,575-577予算書関連事業の事業費合計：2452万円

教育企画課 ☎06-6902-5779 

実施校を３校から７校に拡充POINT

急激な物価高騰に伴う給食費の値上げ分

に対する保護者負担を軽減。

給食運営事業

Ｐ.617予算書関連事業の事業費合計：3219万円

教育総務課 ☎06-6902-6413

毎月550円～650円の保護者負担増を軽減POINT

教員の独自加配により、子どもたちの

確かな学力定着を実現。

学力向上事業

Ｐ.551-553,569-571予算書関連事業の事業費合計：1,481万円

教育センター☎072-887-6715

学力向上をめざし教員の独自加配やAIドリルを活用POINT

その他の
教育施策

● 小学校給食棟空調整備

● 学校サポートスタッフ全校配置

● 学習塾を活用した中学生への学習支援

「Kadoma塾」

● 中学校部活動の地域移行を検討

● 義務教育学校のソフト面の研究

● 統合型校務支援システムの導入

● 支援員の増員など特別支援教育の充実

● LINE等を活用した相談体制の充実

教育企画課 ☎06-6902-5779 /子育て支援課 ☎ 06-6902-6404

過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

担

担 担

担
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Ｐ.297,515-519,557予算書

総事業費 約 135億円

※イメージ図 今後変更する可能性があります。

新校舎の実施設計に着手POINT



DXの深化・推進

デジタル技術を活用し、スムー

ズに行政手続きができるスマート

市役所をめざします。

LINE

相談予約、道路の不具合通報などを

LINE上で提供。

公式LINEアカウント情報配信サービス事業

Ｐ.161予算書関連事業の事業費合計：258万円

ICT推進課 ☎06-6902-5793 / 魅力発信課 ☎06-6902-5605

日々のお役立ち情報や災害情報も配信開始POINT

不慣れな方向けにデジタルサービス利用

を支援。

デジタルデバイド対策事業

Ｐ.161予算書関連事業の事業費合計：1088万円

ICT推進課 ☎06-6902-5793

デジタルサービスの利用相談や体験型教室を実施POINT

事業者とのスムーズな契約手続きを

実現。

電子契約システム導入事業

Ｐ.117予算書関連事業の事業費合計：130万円

総務課 ☎06-6902-5746

府内各市との共同調達POINT

けんしんWeb予約、子育て支援アプリ

（予防接種管理・情報配信）を提供。

健康管理業務事務改善事業

Ｐ.369-371予算書関連事業の事業費合計：249万円

健康増進課 ☎06-6904-6500

アプリやWeb予約活用で多忙な子育て世帯を支援POINTその他の
DX施策

● 「門真市ＤＸ推進計画」に基づく行政手続の

オンライン化の更なる推進

● 税証明書オンライン請求サービスの導入

● 粗大ごみインターネット予約システムの開始

● 電子決裁システムの開始

令 和 ５ 年 度 主 要 事 業
過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

担

担 担

担
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快適な住まい

環境の整備

安全・安心で快適な住まいと

環境が整備されたまちをめざし

ます。

“まちの顔”を創出し、定住魅力を高め

る庁舎エリア整備を目指す。

庁舎エリア整備事業

Ｐ.495予算書関連事業の事業費合計：3億8650万円

庁舎エリア整備課 ☎06-6902-6379

庁舎エリア整備基本構想の策定POINT

門真市駅・西三荘駅周辺のエリア価値

向上を公民連携で目指す。

エリアリノベーション推進事業

Ｐ.461-463予算書関連事業の事業費合計：2029万円

都市政策課 ☎06-6902-6238

エリアプラットフォームの組成と未来ビジョンの策定POINT

建設に向けて詳細な設計を行う実施設計

段階へ。

(仮称)市立生涯学習複合施設建設事業

Ｐ.589-591予算書関連事業の事業費合計：5835万円

生涯学習課 ☎06-6902-7139

POINT

居心地がよく、歩きたくなるまちなかの

形成を目指す。

古川橋駅周辺ウォーカブル推進事業

Ｐ.493予算書関連事業の事業費合計：4089万円

地域整備課☎06-6902-6311

まちなかｳｫｰｶﾌﾞﾙ基本構想に基づく社会実験の実施POINT

その他の
まちづくり

施策

● 北部密集市街地整備

● （仮称）松生町駅設置事業

● 老朽建築物除却補助

● 建築物診断・改修補助

● 空家等対策補助金の拡充

● 乗合タクシー社会実験運行事業

令 和 ５ 年 度 主 要 事 業
過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ

担

担 担

担

07

※外観イメージ（基本設計完了時点）遠藤克彦建築研究所提供(イメージであり今後、変更される場合あり）

実施設計業務に着手

総事業費 約71億円



市制施行60周年

記念事業

市民と喜びを分かち合い、誇り

と愛着を高め、門真市内外の

ファンを増やすとともに、

大阪・関西万博開催の機運醸成

にも繋げます。

その他の
60周年記念

施策

● 60周年記念ロゴマークを作成

● 記念グッズの制作

● 関西フィルハーモニー管弦楽団による市歌の

演奏収録

● 「ふるさと門真まつり」にて記念イベント実施

● 「Made in KADOMA」PR事業

● 地域伝統文化まつり、市民ミュージカル、関西

フィルハーモニー管弦楽団との第九コンサート

など、市民団体等が実施する記念事業への補助

令 和 ５ 年 度 主 要 事 業
過 去 を 知 り 、 今 を み つ め 、 未 来 へ つ な ぐ
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市の歩んできた60年の道のりを記念

動画として制作。

市制施行60周年記念動画制作事業

Ｐ.121予算書関連事業の事業費合計：263万円

秘書課 ☎06-6902-5536

市公式YouTube・イベント等で放映POINT

トップページデザインをよりわかり

やすいものへ大幅リニューアル

門真市ホームぺージリニュ―アル事業

Ｐ.121予算書関連事業の事業費合計：1108万円

魅力発信課 ☎06-6902-5605

60周年記念特設サイトを開設POINT

走る広告塔として市制施行60周年と

万博開催の機運醸成に繋げる。

原動機付自転車オリジナル新課税標識導入事業

Ｐ.197予算書関連事業の事業費合計：106万円

課税課 ☎06-6902-5898

市民投票で最終デザインを決定POINT

様々な職業やスポーツなどが体験できる

機会を提供。

公民連携「ミライのシゴトEXPO」事業

Ｐ.289-291予算書関連事業の事業費合計：271万円

こども政策課☎06-6902-6095

４年度は16企業・団体が参加協力POINT

担

担 担

担



令和５(2023)年度予算

市 税 収 入 市 債 発 行 額

一般会計当初予算額の推移
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（単位：億円）

（単位：百万円） （単位：百万円）



令和５(2023)年度予算

基 金 残 高

基金繰入金当初予算額の推移
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（単位：百万円） （単位：百万円）

（単位：百万円）

市 債 残 高



令和５（2023）年度予算・事業概要報告

企画財政部企画課
☎ 06-6902-5572

企画財政部財政課
☎ 06-6902-5869

過去を知り、今をみつめ、未来へつなぐ

門 真 市


